
※
経
常
一
般
財
源
比
率
と
は
、

経
常
一
般
財
源
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、

こ
の
比
率
が
１
０
０
％
を
超

え
る
度
合
い
が
高
い
ほ
ど
経

常
一
般
財
源
に
余
裕
が
あ
り
、

歳
入
構
造
に
弾
力
性
が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

※
経
常
収
支
比
率
と
は
、
人

件
費
な
ど
の
経
常
的
に
支
出

す
る
経
費
に
、
市
税
な
ど
の

経
常
的
に
収
入
す
る
一
般
財

源
が
ど
の
程
度
充
当
し
て
い

る
か
を
示
し
て
お
り
、
こ
の

割
合
が
低
い
ほ
ど
政
策
的
経

費
に
充
当
で
き
る
一
般
財
源

に
余
裕
が
あ
り
、
財
政
構
造

の
弾
力
性
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

    

第
５
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
で
は
、
特
に
重
点
的

か
つ
先
導
的
に
取
り
組
む
も

の
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
基
本
計
画
に

新
た
に
位
置
づ
け
た
が
、
結

果
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
の

横
断
的
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、

聞
き
た
い
。

　

 

市
長
は
、
市
民
目
線
と
現

場
主
義
を
念
頭
に
、
引
き
続

き
連
携
・
連
動
推
進
チ
ー
ム

を
中
心
に
、
関
係
す
る
市
民

や
団
体
と
連
携
、
協
働
し
、

効
果
的
に
施
策
の
成
果
を
獲

得
す
る
こ
と
で
、
市
民
福
祉

の
向
上
は
も
と
よ
り
、
直
面

す
る
諸
課
題
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
と
さ
れ

た
。

　

こ
う
し
た
認
識
に
立
ち
、

ど
の
よ
う
な
点
に
心
を
配
り
、

市
政
を
運
営
し
た
の
か
、
見

解
を
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
30
年
度
は
、
第

５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
初
年
度
と
し
て
、
し
あ

わ
せ
創
造
都
市
の
実
現
に
向

け
た
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
年

で
あ
り
、
予
算
編
成
に
当
た

っ
て
は
、
財
政
健
全
化
を
進

め
る
と
と
も
に
第
５
次
総
合

計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
30
年
度
は
、

伊
勢
原
大
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
開
設
が
目
前
に
迫
る

と
い
っ
た
転
換
期
に
あ
る
中
、

第
５
次
総
合
計
画
の
着
実
な

推
進
を
通
じ
、
で
き
る
限
り

の
安
心
、
未
来
に
向
け
た
希

望
を
市
民
が
持
て
る
よ
う
、

市
民
目
線
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
市
政
運
営
に
当
た
り
、

施
策
推
進
と
財
政
健
全
化
の

中
で
、
市
民
福
祉
の
向
上
と

直
面
す
る
諸
課
題
に
対
応
で

き
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

    

経
常
一
般
財
源
比
率
は
、

前
年
度
比
較
減
で
あ
り
、
歳

入
構
造
の
弾
力
性
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
、
経
常
収
支
比
率

は
、
前
年
度
比
較
増
と
な
り
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
。

　

経
常
一
般
財
源
比
率
の
度

合
い
を
高
め
る
こ
と
に
対
す

る
見
解
と
経
常
収
支
比
率
を

80
％
台
と
す
る
目
標
達
成
状

況
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
経
常
一
般
財
源

比
率
に
お
け
る
前
年
度
比
較

減
の
理
由
は
、
主
に
普
通
交

付
税
及
び
臨
時
財
政
対
策
債

の
減
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

市
税
等
徴
収
体
制
の
強
化

や
新
た
な
産
業
基
盤
の
創
出

に
取
り
組
み
、
安
定
的
に
税

収
を
確
保
で
き
る
財
務
体
質

の
構
築
に
向
け
て
引
き
続
き

努
力
し
て
い
く
。

　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

は
、
扶
助
費
の
増
加
が
大
き

く
、
地
方
交
付
税
及
び
臨
時

財
政
対
策
債
の
減
少
も
あ
り
、

目
標
の
達
成
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
一
層
の

進
展
に
伴
う
扶
助
費
の
増
加

な
ど
、
目
標
達
成
に
は
難
し

い
状
況
が
継
続
す
る
も
の
と

考
え
る
が
、
将
来
に
必
要
な

投
資
を
継
続
す
る
こ
と
で
税

源
の
涵
養
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

新
た
な
産
業
基
盤
の
創
出

の
ほ
か
、
子
育
て
世
代
を
は

じ
め
と
し
て
、
住
み
続
け
た

い
と
思
う
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
、
人
口
規
模

の
維
持
や
交
流
人
口
の
増
加

を
図
っ
て
い
く
。

　

【
市
長
】
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
庁
内
横
断
的
な

連
携
・
連
動
推
進
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
推
進
チ
ー
ム
ご
と

に
関
係
部
署
で
検
討
、
調
整

を
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
し
た
。

　

取
り
組
み
の
効
果
と
し
て

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り

組
み
内
容
や
課
題
へ
の
対
応

に
つ
い
て
職
員
間
の
情
報
共

有
が
図
ら
れ
、
多
様
な
部
署

の
視
点
を
取
り
入
れ
て
検
討

を
重
ね
た
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
達
成
に
向
け
、
課

題
抽
出
か
ら
事
業
運
営
に
至

る
ま
で
、
よ
り
多
角
的
か
つ

充
実
し
た
体
制
に
よ
る
事
業

展
開
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
各
課
の
業
務
や
職

員
が
相
互
に
関
わ
り
を
持
ち

な
が
ら
、
事
業
間
の
連
携
を

行
う
こ
と
で
、
相
乗
的
な
施

策
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

    

第
５
次
行
財
政
改
革
推
進

計
画
の
決
算
実
績
で
は
、
公

共
施
設
の
総
合
的
な
管
理
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
が
着
実

に
前
進
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
市
民
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
い
る

こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　

定
員
管
理
計
画
に
つ
い
て

も
、
経
常
的
な
経
費
を
抑
制

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
職

員
の
定
数
を
減
ら
し
て
い
る

が
、
窓
口
対
応
、
職
員
の
質

の
向
上
な
ど
課
題
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
第
５
次
行
財
政

改
革
推
進
計
画
の
取
り
組
み

の
４
本
柱
の
１
つ
に
、
公
共

施
設
の
総
合
的
な
管
理
を
掲

げ
、
平
成
30
年
度
は
、
公
共

施
設
使
用
料
の
見
直
し
、
大

田
公
民
館
、
大
田
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
統
合
整
備
な
ど

の
着
実
な
推
進
を
図
っ
た
。

公
共
施
設
の
総
合
的
な
管
理

は
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
安

心
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
着
実
に

推
進
し
て
い
く
べ
き
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

定
員
管
理
計
画
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
働
く
環
境
を
整

備
し
、
市
民
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
る
こ
と
で
、
将

来
を
見
据
え
た
適
正
な
定
員

管
理
を
継
続
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
さ
ら
な
る

利
活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
を
尽
く
し
て
取
り
組
み
の

継
続
を
図
っ
て
い
く
。

　

総
括
質
疑
と
は
、
本
会
議
で
市
長
等

（
執
行
機
関
）
に
対
し
て
総
括
的
な
疑
問

や
不
明
確
な
点
を
問
う
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　

予
算
や
決
算
の
議
案
内
容
は
膨
大
な
た

め
、
総
括
質
疑
の
後
、
３
つ
の
常
任
委
員

会
で
、
よ
り
具
体
的
な
審
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
４
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て

平
成
30
年
度
決
算
に
対
す
る
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
財
政
健
全
化
と

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

公
明
党

中
山
真
由
美

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
る
施
策
横
断
化
等
の

効
果
に
つ
い
て

い
せ
は
ら
未
来
会
議

安
藤　

玄
一
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第
５
次
行
財
政
改
革
推
進
計

画
の
取
り
組
み
の
方
向
性
に

つ
い
て

日
本
共
産
党

川
添　

康
大

平
成
30
年
度
決
算
に
対
す
る

市
長
の
見
解
に
つ
い
て

創
政
会

米
谷　

政
久

平成30年度 議会費決算
平成30年度の議会費決算は次のとおりです。
なお、市の一般会計（歳出）に占める割合は約１％です。

1億608万7,935円

2,855万7,708円

6,740万6,053円

5,018万275円

8万5,586円

124万8,130円

23万5,700円

223万7,815円

　　438万5,690円

561万3,232円

78万9,132円

403万8,637円

2億7,086万5,893円

報 酬

給 料

職員手当等

共 済 費

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使用料及び

賃 借 料

負担金、補助

及び交付金

合 　 計

・議員報酬

・職員給料

・議員期末手当

・職員諸手当

・議員共済費

・職員共済費

・各種行事等議長賞

・所管事項調査旅費

・普通旅費

・議長交際費

・議会だより印刷代

・図書追録代

・議会だより配布手数料

・会議録反訳料

・インターネット映像配信

　システム管理運営

・インターネット映像配信用

　設備賃借料

・政務活動費交付金

・議長会等負担金

区　　分 金　　額 主な内容


